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防災教育の観点からみた石巻市立大川小学校被災
Okawa Elementary School Calamity in Ishinomaki City from the Disaster Prevention Education
Perspective
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東日本大震災以前から市民に提供されていた石巻市ハザードマップでは，新北上川沿いの沖積平野に河口から
3.5kmもの津波遡上が予測され，明示されていた。同震災で最大級の被災の現場となった大川小学校は，浸水域
予測範囲のわずか0.5km上流に立地していた。地震津波発生のしくみの多様性，潮の干満などを考えれば，高低
差のない平野部での0.5kmは「誤差の範囲」といってよい。ハザードマップには，体感する震度に比して巨大津
波をもたらす津波地震への注意書きもあった。つまり，公的にマグニチュード8を想定した宮城県沖地震（連動
型）においても，大川小学校の津波による浸水は予見の範囲外にあったとはいえないのである。 
避難訓練やマニュアルの整備の重要性が強調されているが，現実の災害は想定どおりとはならない。想定から
想定外が予見できる大川小学校被災の事例などから，地球惑星科学の知見があってもいかされない自然災害の
人災的側面に関する教訓を導き出す。 
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